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Q. 管理許容差と限界許容差の違いは何か？

A.
一般の構造物の主要な鉄骨の製作、施工に関して寸法精度の許容差が、日本建築学会「JASS6
付則6 鉄骨精度検査基準」に定められています。その許容差には、限界と管理の二つがあります。

出典：（一社）日本建築学会_鉄骨精度測定指針、 2018

特に精度を必要とする構造物または軽微な構造物の許容差は、
「JASS6 付則6：鉄骨精度検査基準」によらず工事ごとに関係者が協議して定めて下さい。

全製品中の95％以上の製品が満足するような製作・施工上の目標値。
製品寸法精度が正規分布している前提で考え、管理許容差を95％の製品が
満足するように製作すれば、限界許容差を超える製品の割合は0.3％程度に
なるとの正規分布表の統計的数値によっている。
管理許容差を越えてもその製品は補修・廃棄の対象とはなりません。しかし、
全製品中に管理許容差を超える製品が多数ある場合は、限界許容差を超え
る製品が製作される可能性が高いので、製作工場は管理許容差を超える製
品の割合を把握して、その割合によって適切な対策を講ずる必要があります。
なお、管理許容差と限界許容差の数値の大きさの関係は、おおむね2：3の関
係にあります。

限界許容差 ：

管理許容差 ：

これを超える誤差は原則として許されないと定義した許容差。
この規準値を超えた製品は再製作・再施工されることが原則ですが、
補修により機能を回復できる場合には、適切な補修も可能です。
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